
Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

実車紹介

編成図

商品概要

付属品

オプション

対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

なし

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
本資料の改変、写真およびイラストの複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

●マイクロエース電車シリーズのさらなる充実
●多くのご要望にお応えし、161系電車がNゲージ完成品で久々に登場！
●A0802(2005年4月出荷)を基に、161系で統一された編成をモチーフとした製品
●モロ161、モロ160扉脇の等級表示は「1」を印刷
●パンタグラフ脇の避雷器はカバーなしのLA15型を装着
●ヘッドマークは白色透過素材製、「とき/朱鷺/TOKI」を印刷済
●保安標記が車体に掲出される前、信号炎管が設置される前の姿

　国鉄では長距離優等列車の電車化という世界に類を見ない試みを1958年のモハ20系(のちの151
系)で成功させ、東海道線の昼行特急は続々と151系で運転されるようになっていました。また派生系
列の準急型モハ91系(153系)や日光線向け抑速ブレーキ付特別準急用157系などの登場により、一
躍電車王国としての地位を確立した国鉄では、次の課題として太平洋側と日本側を最短距離で結ぶ、
上越線における特急電車運転を研究することになりました。
　当初は151系を編成短縮の上で投入する計画でしたが、連続勾配区間において主電動機の熱容量
を超過するなどして試運転列車が立ち往生した結果を受け、151系の車体と157系の電装品を組み合
わせた設計の新系列161系が誕生し、1962年から待望の特急「とき」としてデビューしました。
　161系はわずか15両のみが登場した少数派でしたが、1965年以降は出力強化、歯数比変更などで
181系化され、151系の転用グループとともに長らく越後路で活躍する姿が見られました。
　製品は登場直後の9両編成で、運転室屋根上のヘッドライトやマーカーランプなど、晩年の上越線
181系とは異なる魅力に溢れています。
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ブックケース入（カートン入数：12）

A0800 国鉄161系　特急「とき」　9両セット
予価：￥50,930（本体価格￥46,300）
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